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一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
を
巡
る
日
米
間
の
や
り
取
り
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
一
月
十
五
日
に
外
務
省
が
公
開
し
た
外
交
文
書
（
以
下
、
「
文
書
」
と
す
る
。
）
に
は
、
一
九
六
五
年
、
当
時
の
佐
藤

栄
作
内
閣
総
理
大
臣
が
沖
縄
を
訪
問
し
、
現
地
で
演
説
を
行
う
に
あ
た
り
、
そ
の
原
稿
に
つ
い
て
米
国
側
が
異
議
を
唱
え
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
一
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
例
え
ば
本
年
一
月
十
六
日
付
朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
一
九
六
五
年
八
月
十
九
日
に
佐
藤
総
理
が

沖
縄
を
訪
問
す
る
二
日
前
、
我
が
国
側
が
提
示
し
た
演
説
原
稿
に
対
し
、
米
大
使
館
側
か
ら
「
沖
縄
の
戦
略
的
・
軍
事
的
重

要
性
に
対
し
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
何
と
か
な
ら
な
い
か
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
翌
日
は
米
公
使
か
ら
、

「
米
国
の
沖
縄
施
設
に
対
す
る
貶
め
で
あ
る
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
過
去
に
我
が
国
と
米
国
側
で
そ
の

よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
事
実
か
」
確
認
を
求
め
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
質
問
に
対
し
避
け
た
答

弁
を
し
て
い
る
だ
け
で
、
答
え
て
い
な
い
。
当
方
は
、
過
去
に
我
が
国
と
米
国
側
で
、
右
の
朝
日
新
聞
に
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
か
否
か
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
改
め
て
、
右
の
朝
日
新
聞
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
や
り
と
り

が
あ
っ
た
か
否
か
、
端
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

一



二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
日
本
国
総
理
大
臣
の
演
説
が
他
国
の
要
請
を
受
け
て
変
更
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
我
が
国
の
主

権
が
害
さ
れ
る
に
等
し
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。
」
と
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、

質
問
に
対
し
避
け
た
答
弁
を
な
す
だ
け
で
、
答
え
て
い
な
い
。
改
め
て
、
日
本
国
総
理
大
臣
の
演
説
が
他
国
の
要
請
を
受
け

て
変
更
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
我
が
国
の
主
権
が
害
さ
れ
る
に
等
し
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
か
。
我
が
国
の
主
権
に
係
る

質
問
に
対
し
真
摯
に
答
え
ら
れ
た
い
。

三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
「
文
書
」
に
あ
る
よ
う
に
、
沖
縄
が
本
土
に
復
帰
す
る
に
あ
た
り
、
米
国
側
の
要
請
に
よ
り
、

沖
縄
が
軍
事
的
に
重
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が
日
米
間
の
共
通
認
識
と
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
、
沖
縄

県
に
対
す
る
過
度
な
米
軍
施
設
の
集
中
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。
」
と
問
う
た
が
、

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
質
問
に
対
し
、
答
え
て
い
な
い
。
答
弁
を
真
摯
に
な
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
米
軍
施
設
の
集
中
に
よ

り
、
今
な
お
過
度
の
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
沖
縄
県
民
に
対
し
、
政
府
と
し
て
目
を
そ
む
け
る
形
に
な
る
。
沖
縄
県
民
に

対
し
、
政
府
と
し
て
真
摯
な
姿
勢
を
み
せ
る
た
め
に
も
、
「
文
書
」
に
あ
る
よ
う
に
、
沖
縄
が
本
土
に
復
帰
す
る
に
あ
た

り
、
米
国
側
の
要
請
に
よ
り
、
沖
縄
が
軍
事
的
に
重
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が
日
米
間
の
共
通
認
識
と
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

が
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
、
沖
縄
県
に
対
す
る
過
度
な
米
軍
施
設
の
集
中
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
外
務
省
は
考
え
る
か

二



否
か
、
端
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


